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パワートロウェル

取扱説明書
三笠製品をお買い上げいただきありがとうございます。
ご使用前に本書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られる所に保管してご利用ください。
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1 はじめに

●この取扱説明書は、MPT-36L型パワートロウェルの正しい取扱方法、簡単な点検及び手

　 入れについて記載してあります。本機の優れた性能を生かし、お仕事の能率を上げ効果的

 　な作業を進めるために、御使用前には必ずこの取扱説明書をお読みください。

●お読みになった後も必ずお手元に保管し、分からない事があった時には取り出してお読み　　  

    ください。

●エンジンの取扱に関しましては、別途エンジン取扱説明書を参照してください。

●補修部品、パーツリスト、サービスマニュアル及びに関しましては販売店、当社各営業所、　 

   もしくは三笠部品サービスセンターにお問い合わせください。パーツリストは当社ホームペー　

　 ジ(http://www.mikasas.com/)でも公開しております。是非ご利用ください。

　　　この取扱説明書に記載されているイラストが、設計変更等により一部実機と異なる

　　　場合があります。また、製品の仕様は予告無く変更する事があります。

2 機械の用途と警告及び構造と動力伝達
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【機械の用途】
パワートロウェルは、ブレードが回転することにより、コンクリート打設後
のまだ完全にかたまっていない硬化途中のコンクリートにおいて、水平な床
表面の凸凹をならし緻密なコンクリート表面に仕上げることを目的として使
用します。

【危険性の警告】
硬化途中のコンクリート床面の仕上げ以外に使用してはいけません。
作業時に本機のハンドルから手を離すと、エンジンの回転が低速になる迄、
ブレードの回転軸を中心にハンドルが回転し、重大な事故となる恐れがあり
ます。常に、本機操作者以外の人が、ハンドルの回転範囲内にいない事を確
認しながら操作してください。また、操作者によるハンドルの微妙な操作で、
本機が前後左右に動きますので、操作者以外の作業者は本機に近づいてはい
けません。
作業時は、ブレードが露出したまま回転していますので、大変危険です。
磨耗したブレードは、ナイフの様に鋭利な刃先となっております。ブレード
に触れる場合は十分に注意してください。
　
【動力の伝達】
エンジンの出力軸は、クラッチを介し、ウォーム減速機の入力軸とベルトで
繋がっています。ウォーム減速機の入力軸に伝わった回転力は、ウォームギ
ヤで回転数と回転軸方向を変えながら、ブレード軸を回転させます。
ブレード軸に固定されたブレードベースには、ブレードアームとブレードが
取り付けられています。ブレードの回転数は、エンジンの調速レバーで調整
します。
ブレードは、昇降用シフターハンドルを回すことで、スライドアーム及びス
ライドプーリーを介して、ブレードの傾きを変えることが出来ます。
　
【構造】
エンジンを固定したベースの下部に、ウォーム減速機が取り付けられています。
エンジンの出力軸をウォーム減速機の入力軸は、クラッチを介し、ベルトで繋
がれています。ウォーム減速機の出力軸には、ブレードベースが固定されてお
り、４本のブレードアームと４枚のブレードが取り付けられています。
ベースに取り付けられたハンドルの操作部には操作者用のエンジン調速レ
バー及びブレード角度調整用の回転するシフターハンドルがとり付けられて
います。エンジン停止スイッチは、搭載エンジンに付属しています。







4.6 運搬に関する注意事項

4.5 作業中の注意事項

注意！

●エンジン始動時は、 スロットル （調速） レバーを必ずス
　 ロー （低速） の位置にしてください。
　 ガードリングの中へ絶対に足などを入れないでください。
　 取扱い知識の不十分な場合や慣れない場合は、 熟練
　 者の指導を受け補助を付けて行ってください。
　 常に足場に注意し、 機械のバランスが保てる安定した姿
　 勢で作業してください。
●エンジン始動後は、 本機ハンドルから手を離さないでく
　 ださい。
 　本機から手を離すと、 クラッチが完全に切れていな
   いとハンドル部が回転し危険です。 機械から離れ
   る場合や、 機械を移動する場合は、 必ずエンジン
   を停止してください。
●回転部品 （ブレード、ベルトなど） に触れると危険です。
　 また、 可動部に不用意に触れると危険です。
●傾斜面で使用すると、コントロールが難しくなりますので、
　 十分に注意してください。 また、 過度の急斜面でのご
　 使用は危険なばかりでなくエンジン焼き付きの原因になり
　 ますので行わないでください。
●火災の防止
　 機械の周囲に危険物 ( 油脂類、 セルロイド、 火薬等 )　 
　 や燃えやすい物 ( 紙、 木屑等の可燃物 ) を置かないで
　 下さい。 引火のおそれがある火気は消してください。

●火傷の防止
 　運転中や停止直後のエンジン本体 ・ マフラーは高温に 
　 なっています。 熱い時は絶対に触れず、 火傷をしない
　 ように注意してください。
●異常時は作業中止
　 運転中に機械の調子が悪くなったり、 異常に気付いた　
　 場合は直ちに作業を中止し、 点検 ・修理してください。
　 火災等の事故に繋がるおそれがあります。
●エンジンの停止
 　機械から離れる場合、 機械を移動させる場合は、 必ず  
　 エンジンを停止させてください。

　
●運搬する時はエンジンを停止させる。
●本体を吊り上げる時は必ずフックを使用してく
   ださい。 指定されていない部品 ( ハンドルやガードリン
   グ等 ) での吊り上げは行わないでください。
●強度の充分なワイヤーロープ等を使用してください。
　　安全の為、必要以上の高さには吊り上げないでください。
●運搬する時は燃料タンクのキャップやエンジンオイルの　  
　 プラグが外れないようにしっかり締め、 燃料コックを閉じ
　 てください。 また、 必ず燃料を抜いてください。
●機械が動いたり、 倒れたりしないよう水平な状態でしっ
   かり固定してください。
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危険！

危険！



4.7 点検・整備上の注意事項

●定期点検の実施
　 メーカー指示による定期点検 ・整備を行い、 各部の保
　 守を行ってください。 守らないと整備不良による事故や
　 機械損傷の原因となります。
●ブレード交換 ・点検 ・整備時はエンジン停止
   ブレード交換 ・点検 ・整備は必ずエンジンを止めて行
　 います。
   高温部には触らないでください。 火傷をするおそれがあ
　 ります。
　 オイル温度が高い場合、 火傷をするおそれがあります。
●廃棄物の処理
 　エンジンの廃油は不用意に捨てないでください。 環境を  
　 破壊します。 廃棄する場合は、 所定の法律に従い処理
　 を行ってください。

●部品の洗浄
　 火災防止のため、 部品等の洗浄には不燃性の洗浄油 
　 を使用してください。 ガソリン等の有機物は引火しやす
　 く危険です。
●換気に注意
   屋内や換気が悪い場所では、 ガス中毒の危険性があり
　 ます。 特にエンジンの排気ガスや、 燃料、 洗浄油、　　
　 塗料等を使用する場合は換気を充分に行ってください。
　 排気ガス中毒により死亡事故を招く場合があります。
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危険！

警告！

　　4.7 点検・整備上の注意事項

●取扱説明書、 サービスマニュアルを読む
 　点検・整備を行う前に、 取扱説明書又はサービスマニュ 
　 アルをよく読み、 整備方法を充分に理解し安全に注意　 
　 して点検 ・整備を行ってください。

警告！
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4.8 ラベルの取付位置図 

図№ 部品番号 部品名称 備  考
9202-20270

9202-20320

9209-00090

1

2

3

銘板，製番／ＭＰＴ－３６Ｌ（６５Ｐ）

銘板，型式／ＭＰＴ－３６（橙）

銘板セットＭＶＣ－ＭＣＤ／絵文字和英共通

NPA-2027

NPA-2032

S3-000343

2

3

1

A

A

B

B

D

D

C

C



4.9 ラベルの絵文字説明
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⑧

⑦

④

③ 耳栓(イヤーマフ)の使用
本機の運転中は必ず耳栓(イヤーマフ)を使
用してください。

火気厳禁
運転中や保管時、給油時には火気に注意し
てください。長期間使用しない場合は、燃料
を抜き取って保管してください。

指定箇所以外での吊下げ禁止
本機を吊り下げる場合は、必ず指定された
箇所で行ってください。

吊下げ箇所の指示
本機を吊り下げる場合は、必ずこの箇所で
行ってください。他のところで吊下げると危険
です。

回転部への巻き込み注意
運転中に回転部へは近づかないでください。
Ｖベルト等の部品を交換する時は、必ずエン
ジンを停止してください。

高温部への接触注意
運転中や停止直後に、高温部（エンジンや
マフラー等）に触れると火傷の恐れがありま
す。

①

取扱説明書熟読
運転前には必ず取扱説明書をよく読んで、
操作内容を充分理解してください。また、い
つでも確認できるように保管してくだい。

②

排気ガス吸引注意
排気ガスを吸引しますと一酸化炭素中毒に
なりますので、換気の悪い場所で運転しない
でください。

⑩

⑨

⑤

危険箇所への接近注意
運転中は高温部や回転部には近づかない
でください。必要な場合は必ずエンジンを停
止してください。

⑥

給油時のエンジン停止
給油時は必ずエンジンを停止し、引火の恐
れが無いようにエンジンが冷えてから行って
ください。

エンジン始動
①燃料コックを開く。
②ストップスイッチを “I”(ON)の位置へ。
③チョークを閉める（低温時）。
④リコイルスターターノブを引く。
⑤チョークレバーを閉じる。

エンジン始動 エンジン停止

エンジン停止
①調速レバーをアイドリング位置（低速）へ戻す。
②エンジンの温度が下がってから、ストップスイッチを“O”(OFF)の位置へ。
③燃料コックを閉じる。

① ②

④

③

⑨

⑩

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

使用しない

使用しない

●

●
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5. 外観図 
5.1 外観寸法図 (mm) 
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6. 仕様
6.1 本体

6.2 エンジン

型  式 機体の寸法 
（ｍｍ） 

ブレード 
回転径 
（ｍｍ） 

ブレードの 
寸法と枚数 
（ｍｍ） 

ブレードの 
回転数 

（ｍｉｎ－１） 
使用エンジン 装備質量 

（ｋｇ） 

MPT-36L 
高  852 
幅 1,010 
長 1,678 

910 
(36”) 

幅  205 
長  345 

4枚 
50～100 

ロビン
EX17  

自動遠心 
クラッチ付 

82kg 

 

型式 機関の種類 筒径×行程 総排気量 最大出力 最大トルク 点火方式 

EX17  
空冷 4サイクル 
ガソリンエンジン 

67×48mm 169cc 
4.2 kW/4,000min-1 

(5.7PS/4,000rpm) 
11.3Nm/2,500min-1 電子点火 

スパークプラグ 調速装置 始動方式 燃料タンク容量 使用燃料 機関乾燥質量 潤滑油糧 
NGK BR6HS 遠心重錘式 リコイル式 3.6L 自動車用無鉛ガソリン 15kg 0.6L 

 

5.2 コントロール装置位置及び装置名称 

クラッチ (ベルトカバー内 )

ベルトカバー

エンジン

ウォーム減速機

ベース

ブレードアーム
ブレード

スライドアーム

ハンドル

スイッチ

ブレードベース

ガードリング

マフラー
フック

調速レバー

シフターハンドル
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 25  SAE#30 
 25 10  SAE#30 #20 

10 0  SAE#20  
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６．室内、トンネル内など換気の悪い所では使用しないでください。 
 
エンジンの排気ガスには、有害な一酸化炭素等が含まれており危険です。やむを得ない場合
には、排気ガスの室外放出等十分な換気を心掛けてください。 
 
 

７．運転する時は必ず安全靴等をはいてください。 
 
８．運搬方法 

  
 
 
 
 
１．始動準備 
○エンジンのストップスイッチを運転

機体を吊上げる場合には、必ずフックを使用してください。フック以外の場所で吊上げると
非常に危険です。　  

○

パワートロウェルを手持ちで運搬する場合は、必ずエンジンを止め、二人以上でガードリング
(保護枠)を持って運んでください。 
その際、ブレード等に挟まれてけがをしないように、ブレードとブレードの中間を持ってく
ださい。 

○

(Ｉ)側にまわします。 
○燃料コックのレバ-を下にして燃料を通します。 
○気化器のチョークレバーを閉じてください。調速レバーが 
アイドリング位置にあることを確認します。 

 

２．始動
 

 
 
パワートロウェルは、正しい始動・運転を行わないと危険です。充分に習熟するまでは、二
人で始動し、一人はハンドルをしっかりと保持する等、安全を心掛けてください。 

 
 
注意 ○始動時および運転中には、ガードリングの上に足を乗せたり、内側ヘ足を入れたりし

てはいけません。 
○エンジンが始動しにくい場合は調速レバーを少し開いてください。ただし、調速レ
バーを開き過ぎてエンジンをかけると、本機が急に動き出し危険ですので開き過ぎ
ないよう注意してください。 

 
 
リコイルスタータ把手を握り、少し引くと軽く手応
えがあります。其の処から勢いよく引っ張ってくだ
さい。 
ロープをあまり引っ張り過ぎますと、ロープを引き
抜く恐れがありますからご注意ください。 
この時、左手でハンドルまたは調速レバー部を軽く
持ち、安全を確保してください。 
 

 
注意 ○チョークレバーを閉じたままで長い間リコ

イルスタータを引くと、吸い込み過ぎにな
り始動が困難になります。 

 

３．暖機運転 

7.3 始動 

 

O
N

“ON(l)”

ストップスイッチを運転
”ON (I)”側にまわしてください。
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エンジン始動後、エンジン音を聞きながらチョークレバーを徐々に戻し全開にします。始動後
は必ず3～5分間低速で暖機運転を行います。特に寒冷時には必ず実行してください。この間に
ガス漏れ異常音がないか注意してください。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
( ) 
a.  
b.  
c.  
d.  
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( O )  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

ブレードの回転が完全に停止するまで、ハンドルから手を離さない。

運転中は、ハンドルから手を離さない。
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